
No.2020-041

2020年 10月22日

本資料は、情報提供を目的に作成されたものであり、何らかの取引を誘引することを目的としたものではありません。本資料は、作成日時点で弊社が一般に信頼出来ると思われる資料
に基づいて作成されたものですが、情報の正確性・完全性を保証するものではありません。また、情報の内容は、経済情勢等の変化により変更されることがありますので、ご了承くだ
さい。

注目される米国商業銀行のバランスシート拡大
ー 預金増加により重要性を増す資産・負債管理 ー

【ご照会先】調査部 金融リサーチセンター 副主任研究員 谷口 栄治（taniguchi.eiji@jri.co.jp , 080-4377-3420）

（１）米国では、新型コロナウイルスの感染が急拡大した本年３月以降、家計に対する給付金支給や
企業の手元資金確保の動きなどにより、銀行預金残高が急増。一方、貸出残高は、個人向け
貸出の減少や企業による貸出から社債への借換等により、５月をピークに漸減傾向。結果と
して、預貸率は大きく低下（図表１）。

（２）米大手商業銀行４行（JPMorgan Chase、Bank of America、Citi、Wells Fargo）では、昨年末
から本年９月末にかけて、資産残高が合算で約１兆ドル増加する一方、貸出金をはじめとする
リスクアセットはほぼ横ばいで推移（図表２）。

（３）総資産残高の増加の内訳をみれば、預金に加えて、米国債や不動産担保証券（エージェンシー
ＭＢＳ）等を投資対象とする満期保有目的債券の持ち高が増加（図表３、４）。自己資本比率
の引き上げといった規制対応の観点に加え、今後の金利上昇の可能性も踏まえ、会計上時価が
反映されない満期保有目的債券を拡大させている状況。

（４）預貸ギャップの拡大が続けば、米銀においても余剰資金運用の必要性が増大。米国債やＭＢＳ
債市場において更なる金利低下圧力になるほか、米銀が収益確保のため従来よりもリスクの高
い投資に動くことも想定され、今後の動向に注視が必要。

https://www.jri.co.jp 
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（図表２）米大手商銀４行の

総資産残高・リスクアセット
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（図表３）米大手商銀４行の

総資産残高の増減内訳（兆ドル）
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（図表４）Wells Fargoの

満期保有債券の内訳
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（図表１）米商銀の貸出・預金残高
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（資料）FRB （※）米国内の商業銀行の数値。


